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農薬のミツバチへの影響評価において取り決めるべき事項

について（報告） 
 

 

標記について、令和４年２月 25日に開催された農業資材審議会農薬分科会

農薬蜜蜂影響評価部会（第３回）において、以下のとおり取りまとめた。 

 

 

 

農薬のミツバチへの影響評価にかかるリスク管理措置における「使
用時期の目安となる定義」について 

 

 

１．背景（検討にあたっての考え方） 

農薬のミツバチへの影響評価に係る被害防止方法としてのリスク管理措

置（使用時期及び使用場所の制限）の用語においては、全国的に統一的な目

安となる定義を示す必要がある。 

使用時期の制限については、ミツバチへのリスクという観点とともに、農

薬の使用現場での混乱を防ぐため、作物の調査基準等の定義との整合性も考

慮する必要がある。 

 

※「農薬のミツバチへの影響評価ガイダンス」の該当箇所  

   ４. 影響評価と登録の判断及びリスク管理措置 

４-２ リスク管理措置の検討 

＜リスク管理措置＞  

・使用時期を制限する 

      -接触暴露を避けるため、開花期を避け使用する 

      -経口暴露を避けるため、開花期終了後に使用する 

 

２．決定事項 

   使用時期の制限に係る用語のうち、開花、落花の率の目安について、定義

を以下とする。 

 

① 果樹（樹木類） 

資料３ 
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＜開花＞   

定義：農薬を使用する圃場において、複数の対象樹木での開花が認

められた日 

＜落花（開花終了）＞   

定義：農薬を使用する圃場において、ほぼ 100％が落花（褐変または

落弁）した日 

          ※摘花処理による対応も可     

＜開花期＞  

定義： 開花～落花（開花終了）まで 

 

  〇使用時期の制限の記載例 

  ・経口暴露評価対象 

発芽（萌芽）＊～開花期を除く 

発芽（萌芽）＊～落花（開花終了）までを除く 

＊農薬を使用する圃場で、発芽（萌芽）が認められた日 

  ・接触暴露評価対象 

 開花期を除く 

 

② 水稲 

 ＜出穂・開花期＞  

    水稲は茎（穂）あたりの開花にずれが生じるため、以下の定義とする。 

定義：農薬を使用する水田において、 

出穂始（全茎数の約 10％が出穂した日）～ 

出穂終了（全茎数のほぼ 100％が出穂した日） 

 

 〇使用時期の制限の記載例 

  ・経口暴露評価対象 

   出穂終了後  

  ・接触暴露評価対象 

出穂始～出穂終了までを除く      
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